
JP 7000606 B1 2022.1.19

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B1) (11)特許番号　　
特許第7000606号

(P7000606)
(24)登録日　令和3年12月27日(2021.12.27)(45)発行日　令和4年1月19日(2022.1.19)

(54)【発明の名称】　医療用酸素マスク

(51)国際特許分類
　   Ａ６１Ｍ 16/06 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ６１Ｍ 16/06 　　　Ａ 　　　

(21)出願番号　 特願2021-7793(P2021-7793)
(22)出願日　 令和3年1月21日(2021.1.21)

審査請求日　 令和3年1月28日(2021.1.28)
早期審査対象出願

(73)特許権者　 521031338
本多  菊会
北海道恵庭市恵央町９番１

(74)代理人　 110000316
特許業務法人ピー・エス・ディ

(72)発明者　 本多  菊会
日本国北海道恵庭市恵央町９番１

審査官　 村上  勝見

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
全 体 と し て 隆 起 し た 形 状 を 有 し 、 使 用 者 の 口 部 及 び 鼻 部 を 覆 う よ う に 装 着 さ れ る 医 療 用 酸  
素 マ ス ク （ １ ） で あ っ て 、
  装 着 さ れ た と き に 使 用 者 の 口 部 に 対 応 す る 位 置 に 形 成 さ れ た 開 口 （ ２ ３ ） と 、 装 着 さ れ  
た と き に 使 用 者 の 鼻 部 の 両 側 に 対 応 す る 位 置 に 形 成 さ れ た 気 体 取 入 口 （ ２ ６ ） と を 有 す る  
マ ス ク 本 体 （ ２ ） と 、
  ス ラ イ ド 式 に 移 動 す る こ と に よ っ て 前 記 開 口 （ ２ ３ ） を 開 閉 す る こ と が で き る よ う に 取  
り 付 け ら れ た 扉 （ ３ ） と
を 備 え 、
  前 記 扉 （ ３ ） は 、 そ の 形 状 の ま ま で 前 記 マ ス ク 本 体 （ ２ ） の 裏 側 又 は 表 側 に 重 な る よ う  
に 収 納 さ れ て お り 、
前 記 マ ス ク 本 体 （ ２ ） は 、 前 記 気 体 取 入 口 （ ２ ６ ） か ら 流 入 し た 気 体 が 使 用 者 の 鼻 孔 に 向  
か う よ う に 流 れ の 向 き を 変 え る た め の 方 向 転 換 部 （ ２ ７ ） を 有 し 、
前 記 方 向 転 換 部 （ ２ ７ ） は 、 前 記 気 体 取 入 口 （ ２ ６ ） の 各 々 に お い て 前 記 マ ス ク 本 体 （ ２  
） の 内 側 に 、 使 用 者 の 鼻 孔 か ら 離 れ た 位 置 に お い て 前 記 気 体 取 入 口 （ ２ ６ ） の 円 周 の 一 部  
に 相 当 す る 領 域 に 設 け ら れ 、
  前 記 方 向 転 換 部 （ ２ ７ ） の 各 々 は 、 い ず れ も 鼻 孔 の 方 向 に 向 け ら れ た 凹 形 状 の 内 壁 （ ２  
７ ａ ） を 有 す る 、
医 療 用 酸 素 マ ス ク 。

請求項の数　3　（全11頁）
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【 請 求 項 ２ 】
前 記 扉 （ ３ ） が 閉 じ た 状 態 で 使 用 者 に 装 着 さ れ た と き に 前 記 扉 （ ３ ） の 下 縁 部 （ ３ １ ｃ 、  
３ ２ ｃ ） と 使 用 者 の オ ト ガ イ 部 と の 間 に 隙 間 （ ２ ８ ） が 生 じ る よ う に 形 成 さ れ た 、
請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 酸 素 マ ス ク 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 扉 （ ３ ） の 左 右 側 方 の 各 々 に 位 置 す る 側 部 （ ２ ４ ） は 、 そ の 下 部 に 、 前 記 扉 （ ３ ） の  
下 縁 部 （ ３ １ ｃ 、 ３ ２ ｃ ） よ り 下 方 に 突 出 す る 突 出 部 分 （ ２ ４ ｄ ） を 有 し て お り 、
前 記 突 出 部 分 （ ２ ４ ｄ ） の 前 縁 部 （ ２ ４ ｂ ） 間 に 連 結 さ れ 、 使 用 者 の オ ト ガ イ 部 に 密 着 さ  
せ る こ と が で き る ゴ ム バ ン ド （ ４ ） を さ ら に 備 え る 、
請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 医 療 用 酸 素 マ ス ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 医 療 用 酸 素 マ ス ク に 関 し 、 よ り 具 体 的 に は 、 使 用 者 が 装 着 し た と き に 使 用 者 の  
口 に 対 応 す る 部 分 に 開 口 を 有 し 、 そ の 開 口 に 設 け ら れ た 扉 を 開 閉 す る こ と に よ っ て 口 を 露  
出 さ せ る こ と が で き る 医 療 用 酸 素 マ ス ク に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
医 療 現 場 で は 、 患 者 な ど の 使 用 者 の 顔 面 に 装 着 し て 酸 素 を 投 与 す る 医 療 用 酸 素 マ ス ク が 使  
用 さ れ て い る 。 こ の よ う な 医 療 用 酸 素 マ ス ク は 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る 。 医 療 用  
酸 素 マ ス ク は 、 一 般 に 、 使 用 者 の 鼻 梁 か ら 下 あ ご ま で と 左 右 の 頬 部 と を 覆 い 、 顔 面 に し っ  
か り 密 着 す る よ う に 装 着 さ れ 、 酸 素 を 供 給 す る チ ュ ー ブ が 接 続 さ れ る 。 そ の た め 、 例 え ば  
、 使 用 者 が 飲 食 を し た り 、 医 療 従 事 者 が 痰 の 吸 引 な ど の 医 療 行 為 を 行 っ た り す る た め に そ  
の 都 度 マ ス ク を 取 り 外 す こ と は 、 極 め て 煩 雑 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
医 療 用 酸 素 マ ス ク 以 外 の 衛 生 マ ス ク で あ れ ば 、 開 閉 可 能 な 蓋 や フ ァ ス ナ ー を 設 け た マ ス ク  
が 提 案 さ れ て い る 。 特 許 文 献 ２ に は 、 マ ス ク 本 体 の 中 央 部 （ 利 用 者 の 口 に 対 応 す る 部 分 ）  
に 設 け ら れ た 開 口 と 、 マ ス ク 本 体 の 表 側 か ら 開 閉 可 能 に 覆 う 蓋 片 と を 備 え る マ ス ク が 提 案  
さ れ て い る 。 ま た 、 特 許 文 献 ３ に は 、 使 用 者 の 顔 面 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う た め の マ ス ク  
本 体 に 開 口 部 を 有 す る マ ス ク が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 開 口 部 は 、 フ ァ ス ナ ー に よ っ て 開 閉  
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ れ ら の マ ス ク は 、 健 常 者 が 花 粉 防 止 、 風 邪 の 際 に 用 い る も の で あ る 。 マ ス ク を 外 さ な く  
て も 息 苦 し さ を 改 善 す る こ と が で き 、 小 さ な 食 べ 物 を 食 べ た り 、 ス ト ロ ー を 使 用 し た り す  
る こ と は 可 能 で あ る が 、 身 体 を 自 由 に 動 か し づ ら い 入 院 患 者 に と っ て は 、 蓋 片 の 開 閉 や 、  
開 い た 蓋 片 を そ の 状 態 で 保 持 す る こ と が 困 難 で あ る 。 ま た 、 医 療 用 酸 素 マ ス ク で は な い た  
め 、 例 え ば 痰 の 吸 引 な ど の 医 療 行 為 に 対 応 で き る よ う に 意 図 さ れ た 構 成 の も の で は な い 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ０ － １ ４ ８ ８ ５ ９ 号 公 報
特 開 ２ ０ １ ７ － ２ ４ ３ ０ 号 公 報
実 用 新 案 登 録 第 ３ ２ ２ ８ ２ ４ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 マ ス ク を 取 り 外 す こ と な く 医 療 従 事 者 が 医 療 行 為 を 行 っ た り 使 用 者 が 飲 食 を し  
た り す る こ と が 可 能 で あ り 、 か つ 、 酸 素 供 給 及 び 呼 気 排 出 が 容 易 な 医 療 用 酸 素 マ ス ク を 提  
供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 全 体 と し て 隆 起 し た 形 状 を 有 し 、 使 用 者 の 口 部 及 び 鼻 部 を 覆 う よ う に 装 着 さ れ  
る 医 療 用 酸 素 マ ス ク を 提 供 す る 。 医 療 用 酸 素 マ ス ク は 、 装 着 さ れ た と き に 使 用 者 の 口 部 に  
対 応 す る 位 置 に 形 成 さ れ た 開 口 と 、 装 着 さ れ た と き に 使 用 者 の 鼻 部 の 両 側 に 対 応 す る 位 置  
に 形 成 さ れ た 気 体 取 入 口 と を 有 す る マ ス ク 本 体 を 有 す る 。 マ ス ク 本 体 の 開 口 に は 扉 が 取 り  
付 け ら れ て お り 、 こ の 扉 を ス ラ イ ド 式 に 移 動 す る こ と に よ っ て 開 口 を 開 閉 す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
一 実 施 形 態 に お い て 、 扉 は 、 マ ス ク 本 体 の 開 口 に 対 応 す る 大 き さ の １ つ の 扉 部 材 を 有 す る  
こ と が 好 ま し い 。 医 療 用 酸 素 マ ス ク は 、 こ の １ つ の 扉 部 材 が 横 方 向 に 移 動 す る こ と に よ っ  
て 開 口 を 開 閉 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
別 の 実 施 形 態 に お い て は 、 扉 は 、 並 置 さ れ た と き に 開 口 に 対 応 す る 大 き さ と な る ２ つ 以 上  
の 扉 部 材 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 医 療 用 酸 素 マ ス ク は 、 こ れ ら の ２ つ 以 上 の 扉 部 材 が 横  
方 向 に 移 動 す る こ と に よ っ て 開 口 を 開 閉 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 さ ら に 別 の 実  
施 形 態 に お い て は 、 扉 は 、 同 じ 大 き さ に 形 成 さ れ た ２ つ の 扉 部 材 を 有 す る こ と が 好 ま し い  
。 医 療 用 酸 素 マ ス ク は 、 こ れ ら の ２ つ の 扉 部 材 が い ず れ も 同 じ 方 向 に 移 動 す る か 又 は 互 い  
に 逆 方 向 に 移 動 す る こ と に よ っ て 、 開 口 を 開 閉 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
一 実 施 形 態 に お い て は 、 マ ス ク 本 体 は 、 気 体 取 入 口 か ら 流 入 し た 気 体 が 使 用 者 の 鼻 孔 に 向  
か う よ う に 流 れ の 向 き を 変 え る た め の 方 向 転 換 部 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 方 向 転 換 部 は  
、 マ ス ク 本 体 の 内 側 に 向 か っ て 突 出 す る よ う に 設 け ら れ 、 使 用 者 の 鼻 孔 の 方 向 に 向 く よ う  
に 設 け ら れ た 内 壁 を 有 し 、 気 体 流 入 口 か ら 流 入 し た 空 気 が 内 壁 に 当 た っ て 鼻 孔 の 方 向 に 向  
か っ て 流 れ る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
一 実 施 形 態 に お い て は 、 扉 が 閉 じ た 状 態 で 医 療 用 酸 素 マ ス ク が 使 用 者 に 装 着 さ れ た と き に  
、 扉 の 下 縁 部 と 使 用 者 の オ ト ガ イ 部 と の 間 に 隙 間 が 生 じ る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と が 好  
ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
一 実 施 形 態 に お い て は 、 扉 の 左 右 側 方 の 各 々 に 位 置 す る 側 部 は 、 そ の 下 部 に 、 扉 の 下 縁 部  
よ り 下 方 に 突 出 す る 突 出 部 分 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 突 出 部 分 の 前 縁 部 に は 、 前 縁 部 間  
に 連 結 さ れ 、 使 用 者 の オ ト ガ イ 部 に 密 着 さ せ る こ と が で き る ゴ ム バ ン ド を 備 え る こ と が 好  
ま し い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 医 療 用 酸 素 マ ス ク の 使 用 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 医 療 用 酸 素 マ ス ク の 使 用 状 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 医 療 用 酸 素 マ ス ク の 扉 の 開 閉 を 説 明 す る 図 で あ り 、 （  
ａ ） 扉 が 一 部 開 い た 状 態 、 （ ｂ ） は 扉 が 全 開 し た 状 態 を 示 し 、 （ ｃ ） は マ ス ク 本 体 の 側 部  
の 裏 側 に 扉 が 収 納 さ れ た 状 態 の 縦 断 面 を 示 す 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 医 療 用 酸 素 マ ス ク の 扉 を 示 し 、 （ ａ １ ） は 扉 が １ 枚  
の 形 態 に お い て 扉 が 閉 じ た 状 態 、 （ ａ ２ ） は 扉 が １ 枚 の 形 態 に お い て 扉 が 開 い た 状 態 の 図  
で あ り 、 （ ｂ １ ） は 扉 が ２ 枚 の 形 態 に お い て 扉 が 閉 じ た 状 態 、 （ ｂ ２ ） は 扉 が ２ 枚 の 形 態  
に お い て 扉 が 開 い た 状 態 の 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 医 療 用 酸 素 マ ス ク に 気 体 供 給 用 ホ ー ス が 接 続 さ れ る 部  
分 の 詳 細 （ ａ ） 、 気 体 取 入 口 と そ こ に 設 け ら れ た 方 向 転 換 部 の 斜 視 図 （ ｂ ） 、 及 び 気 体 供  
給 ホ ー ス か ら の 気 体 の 流 れ （ ｃ ） を 示 す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 医 療 用 酸 素 マ ス ク １ の 側 面 図 で あ り 、 図 ２ は 、 医 療 用  
酸 素 マ ス ク １ の 正 面 図 で あ る 。 い ず れ の 図 に お い て も 、 医 療 用 酸 素 マ ス ク １ が 使 用 者 の 顔  
面 に 装 着 さ れ て い る 使 用 状 態 を 示 す 。 な お 、 本 明 細 書 の 以 下 の 説 明 で は 、 医 療 用 酸 素 マ ス  
ク １ の 使 用 者 を 基 準 と し て 方 向 を 定 め て お り 、 「 左 」 は 図 １ の 右 側 に 相 当 す る 方 向 を 、 「  
右 」 は 図 １ の 左 側 に 相 当 す る 方 向 を 意 味 す る 。 ま た 、 「 前 」 「 後 」 「 上 」 「 下 」 は 、 そ れ  
ぞ れ 、 使 用 者 の 前 方 （ 図 １ の 左 側 に 相 当 す る 方 向 ） 、 使 用 者 の 後 方 （ 図 １ の 右 側 に 相 当 す  
る 方 向 ） 、 使 用 者 の 上 方 （ 図 １ の 上 側 に 相 当 す る 方 向 ） 、 使 用 者 の 下 方 （ 図 １ の 下 側 に 相  
当 す る 方 向 ） を 意 味 す る 。 ま た 、 後 方 を 裏 側 、 前 方 を 表 側 と い う こ と も あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
医 療 用 酸 素 マ ス ク １ は 、 全 体 と し て 隆 起 し た 形 状 を 有 し 、 装 着 さ れ た と き に 使 用 者 の 口 部  
及 び 鼻 部 を 覆 う よ う に 形 成 さ れ て い る 。 医 療 用 酸 素 マ ス ク １ に は 、 気 体 供 給 ホ ー ス ６ が 接  
続 さ れ 、 こ の 気 体 供 給 ホ ー ス ６ を 通 し て 、 医 療 用 酸 素 マ ス ク １ の 内 側 に 酸 素 又 は 高 濃 度 酸  
素 を 含 む 空 気 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
医 療 用 酸 素 マ ス ク １ は 、 使 用 者 の 顔 面 に 固 定 す る た め の ス ト ラ ッ プ ５ を 有 す る 。 ス ト ラ ッ  
プ ５ は 、 例 え ば 、 そ の 端 部 ５ １ が 医 療 用 酸 素 マ ス ク １ の 両 方 の 側 縁 部 ２ １ ｂ に 取 り 付 け ら  
れ て お り 、 全 体 を 使 用 者 の 頭 部 に か け る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 ス ト ラ ッ プ ５ に  
は 、 装 着 し た と き に 頭 部 の 蒸 れ を 防 止 す る た め の 開 口 ５ ２ が 設 け ら れ る こ と が 好 ま し い 。  
開 口 ５ ２ の 数 及 び 大 き さ は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ス ト ラ ッ プ ５ は 、 ポ リ ウ レ タ  
ン 樹 脂 を 用 い て 作 製 さ れ る こ と が 好 ま し い が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 伸 縮 性 が  
あ り 、 使 用 者 が 装 着 し た と き に 耳 や 頭 部 の 痛 み な ど を 軽 減 す る こ と が で き る 材 料 で 作 製 さ  
れ て い れ ば よ い 。 ス ト ラ ッ プ ５ は 、 例 え ば 、 側 縁 部 ２ １ ｂ に 設 け ら れ た 孔 に 端 部 ５ １ を 結  
び つ け る こ と に よ っ て 、 長 さ を 自 由 に 調 節 で き る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
医 療 用 酸 素 マ ス ク １ は 、 全 体 と し て 隆 起 し た 形 状 を 有 し 、 周 縁 部 ２ １ の 一 部 が 使 用 者 の 顔  
面 に 密 着 す る よ う に 形 成 さ れ た マ ス ク 本 体 ２ を 有 す る 。 マ ス ク 本 体 ２ は 、 鼻 部 及 び そ の 側  
方 を 覆 う 部 分 で あ る 隆 起 部 ２ ２ と 、 隆 起 部 ２ ２ の 側 方 の 部 分 か ら 下 方 に 延 び る よ う に 設 け  
ら れ た 、 口 部 の 側 方 （ 頬 の 部 分 ） を 覆 う 側 部 ２ ４ と を 有 し 、 隆 起 部 ２ ２ の 下 方 及 び 側 部 ２  
４ の 前 方 に は 開 口 ２ ３ が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
マ ス ク 本 体 ２ は 、 上 縁 部 ２ １ ａ 及 び 側 縁 部 ２ １ ｂ が 使 用 者 の 顔 面 に 密 着 し 、 そ れ 以 外 の 部  
分 が 顔 面 に 接 触 し な い よ う に 内 側 に 空 間 が 設 け ら れ て い る 。 マ ス ク 本 体 ２ は 、 ポ リ 塩 化 ビ  
ニ ル 樹 脂 を 用 い て 作 製 さ れ る こ と が 好 ま し い が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 マ ス ク  
本 体 ２ の 形 状 を 維 持 で き る 程 度 の 硬 さ を 持 ち 、 使 用 者 の 負 担 に な ら な い よ う に 軽 量 な 材 料  
を 用 い て 作 製 さ れ れ ば よ い 。 上 縁 部 ２ １ ａ 及 び 側 縁 部 ２ １ ｂ は 、 顔 面 に 密 着 し た と き に 痛  
み や 圧 迫 感 を 軽 減 す る こ と が で き る よ う に 、 例 え ば シ リ コ ン 樹 脂 、 ウ レ タ ン 樹 脂 な ど の 柔  
軟 な 材 料 で 被 覆 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 側 縁 部 ２ １ ｂ の 下 端 は 、 使 用 者 の 負 担 を 軽 減  
す る た め に 角 を 落 と し て 丸 み を 帯 び た 形 状 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
マ ス ク 本 体 ２ の 開 口 ２ ３ は 、 使 用 者 の 口 部 に 対 応 す る 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。 例 え ば 、 開  
口 ２ ３ は 、 隆 起 部 ２ ２ の 下 縁 部 ２ ２ ｃ と 、 側 部 ２ ４ の 前 縁 部 ２ ４ ｂ と で 囲 ま れ た 空 間 で あ  
る 。 開 口 ２ ３ の 大 き さ は 、 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 医 療 用 酸 素 マ ス ク １ を 取 り 外 さ な  
く て も 医 療 従 事 者 が 使 用 者 の 痰 の 除 去 を 行 っ た り 、 使 用 者 が 飲 食 を し た り す る こ と に 支 障  
の な い 程 度 の 大 き さ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
マ ス ク 本 体 ２ の 開 口 ２ ３ は 、 扉 ３ を ス ラ イ ド 式 に 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 任 意 に 開 い た り  
閉 じ た り す る こ と が で き る 。 図 ３ は 、 マ ス ク 本 体 ２ の 扉 ３ の 開 閉 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図  
３ （ ａ ） は 扉 ３ が 一 部 開 い た 状 態 、 図 ３ （ ｂ ） は 扉 ３ が 全 開 し た 状 態 を 示 す 。 ま た 、 図 ３  
（ ｃ ） は 、 側 部 ２ ４ の 裏 側 に 扉 部 材 ３ １ が 収 納 さ れ た 状 態 の と き の 縦 断 面 図 で あ り 、 図 ３  
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（ ｂ ） の 矢 視 Ａ Ａ の 位 置 の 縦 断 面 図 で あ る 。 な お 、 図 ３ （ ｂ ） に お い て は 、 側 部 ２ ４ と 扉  
部 材 ３ １ と の 連 結 部 分 の 構 造 を わ か り や す く す る た め に 、 連 結 部 分 及 び 各 部 の 厚 み は 、 実  
際 よ り 厚 く か つ 大 き く 描 か れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の 実 施 形 態 に お い て は 、 扉 ３ は 、 ２ 枚 の 扉 部 材 ３ １ 、 ３ ２ で 構 成 さ れ て お り 、 ２ 枚 の 扉  
部 材 ３ １ 、 ３ ２ は 、 概 ね 同 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ２ 枚 の 扉 部 材 ３ １ 、 ３ ２ が 横 に 並 ん だ  
と き に 開 口 ２ ３ に 対 応 す る 大 き さ と な る た め 開 口 ２ ３ を 閉 じ る こ と が で き 、 扉 部 材 ３ １ と  
扉 部 材 ３ ２ と を 互 い に 逆 方 向 に ス ラ イ ド 式 に 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 開 口 ２ ３ を 開 け る  
こ と が で き る 。 例 え ば 、 扉 部 材 ３ １ を 左 方 向 に ス ラ イ ド 移 動 さ せ て マ ス ク 本 体 ２ の 左 側 の  
側 部 ２ ４ と 重 ね 、 扉 部 材 ３ ２ を 右 方 向 に ス ラ イ ド 移 動 さ せ て マ ス ク 本 体 ２ の 右 側 の 側 部 ２  
４ と 重 ね る こ と に よ っ て 、 開 口 ２ ３ を 開 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
扉 部 材 ３ １ 、 ３ ２ は 、 例 え ば 、 扉 部 材 ３ １ 、 ３ ２ の 上 縁 部 ３ １ ａ 、 ３ ２ ａ 及 び 下 縁 部 ３ １  
ｃ 、 ３ ２ ｃ に 形 成 さ れ た ス ラ イ ド 部 を 、 隆 起 部 ２ ２ の 下 縁 部 ２ ２ ｃ 及 び 側 部 ２ ４ の 下 方 に  
形 成 さ れ た ス ラ イ ド レ ー ル に 走 ら せ る こ と に よ っ て 、 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 一 実 施 形  
態 に お い て は 、 扉 部 材 ３ １ の 上 縁 部 ３ １ ａ に は 上 ス ラ イ ド 部 ３ １ ａ ｓ が 形 成 さ れ 、 扉 部 材  
３ １ の 下 縁 部 ３ １ ｃ に は 下 ス ラ イ ド 部 ３ １ ｃ ｓ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 隆 起 部 ２ ２ の 下  
縁 部 ２ ２ ｃ に は   上 ス ラ イ ド レ ー ル ２ ２ ｃ ｓ が 形 成 さ れ る と と も に 、 側 部 ２ ４ に は 、 扉 部  
材 ３ １ の 下 ス ラ イ ド 部 ３ １ ｃ ｓ に 対 応 す る 位 置 に 下 ス ラ イ ド レ ー ル ２ ４ ｍ ｓ が 設 け ら れ て  
い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
限 定 さ れ る も の で は な い が 、 例 え ば 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 上 ス ラ イ ド 部 ３ １ ａ  
ｓ 及 び 下 ス ラ イ ド 部 ３ １ ｃ ｓ は 下 向 き コ の 字 形 状 の 断 面 を 有 し 、 上 ス ラ イ ド レ ー ル ２ ２ ｃ  
ｓ 及 び 下 ス ラ イ ド レ ー ル ２ ４ ｍ ｓ は 上 向 き コ の 字 形 状 の 断 面 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ 、 上  
ス ラ イ ド 部 ３ １ ａ ｓ と 上 ス ラ イ ド レ ー ル ２ ２ ｃ ｓ と が 互 い に 咬 み あ う よ う に 対 向 し 、 下 ス  
ラ イ ド 部 ３ １ ｃ ｓ と 下 ス ラ イ ド レ ー ル ２ ４ ｍ ｓ と が 互 い に 咬 み あ う よ う に 対 向 し て い る 。  
し た が っ て 、 上 ス ラ イ ド 部 ３ １ ａ ｓ が 上 ス ラ イ ド レ ー ル ２ ２ ｃ ｓ 上 を 移 動 し 、 下 ス ラ イ ド  
部 ３ １ ｃ ｓ が 下 ス ラ イ ド レ ー ル ２ ４ ｍ ｓ 上 を 移 動 す る こ と に よ っ て 、 扉 部 材 ３ １ が 開 閉 す  
る よ う に な っ て い る 。 扉 部 材 ３ １ は 、 左 側 の 側 部 ２ ４ の 裏 側 に 収 納 さ れ る よ う に ス ラ イ ド  
す る こ と が 好 ま し い が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 左 側 の 側 部 ２ ４ の 表 側 に 収 納 さ  
れ る よ う に ス ラ イ ド し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
扉 部 材 ３ ２ に つ い て も 同 様 で あ り 、 上 縁 部 ３ ２ ａ の 上 ス ラ イ ド 部 ３ ２ ａ ｓ 及 び 下 縁 部 ３ ２  
ｃ の 下 ス ラ イ ド 部 ３ ２ ｃ ｓ が 、 そ れ ぞ れ 上 ス ラ イ ド レ ー ル ２ ２ ｃ ｓ 及 び 下 ス ラ イ ド レ ー ル  
２ ４ ｍ ｓ 上 を 移 動 す る こ と に よ っ て 、 扉 部 材 ３ ２ が 開 閉 し 、 扉 部 材 ３ ２ は 、 右 側 の 側 部 ２  
４ の 裏 側 に 収 納 さ れ る よ う に ス ラ イ ド す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
扉 部 材 ３ １ 、 ３ ２ の 表 側 に は 、 好 ま し く は 閉 じ た 状 態 の と き に 両 者 の 境 目 と な る 位 置 の 近  
く に 、 つ ま み ３ ３ が 取 り 付 け ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。 こ の つ ま み ３ ３ を つ ま む こ と に  
よ っ て 、 使 用 者 が 扉 部 材 ３ １ 、 ３ ２ の 位 置 を 確 実 に 把 握 す る と と も に 、 扉 部 材 ３ １ 、 ３ ２  
の 開 閉 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 扉 部 材 ３ １ 及 び 扉 部 材 ３ ２ の 表 側 に は 、 そ れ ら  
が 閉 じ た 状 態 の と き の 境 目 を ま た ぐ よ う に 、 面 フ ァ ス ナ ー ３ ４ が 取 り 付 け ら れ て い る こ と  
が 好 ま し い 。 面 フ ァ ス ナ ー ３ ４ を 接 着 す る こ と に よ っ て 、 扉 部 材 ３ １ 、 ３ ２ が 不 用 意 に 開  
か な い よ う に す る こ と が で き る 。 ま た 、 必 要 に 応 じ て 使 用 者 が 自 分 で 容 易 に 面 フ ァ ス ナ ー  
３ ４ を 剥 が し て 、 扉 部 材 ３ １ 、 ３ ２ を 開 閉 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ４ は 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 扉 ３ を 示 す 。 図 ４ （ ａ １ ） 及 び 図 ４ （ ａ ２ ） は 、 扉  
３ が 一 枚 の 扉 部 材 ３ ６ に よ っ て 構 成 さ れ る 形 態 を 示 し 、 図 ４ （ ａ １ ） は 扉 部 材 ３ ６ が 閉 じ  
た 状 態 、 図 ４ （ ａ ２ ） は 扉 部 材 ３ ６ が 開 い た 状 態 で あ る 。 扉 部 材 ３ ６ は 、 そ れ １ 枚 で マ ス  
ク 本 体 ２ の 開 口 ２ ３ を 閉 じ る こ と が で き る 程 度 の 大 き さ で あ る 。 扉 部 材 ３ ６ は 、 表 側 右 下  
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に 取 り 付 け ら れ た つ ま み ３ ３ を つ ま ん で 、 左 方 向 に 移 動 さ せ 、 マ ス ク 本 体 ２ の 左 側 の 側 部  
２ ４ の 裏 側 に 収 納 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
な お 、 図 ４ に お い て は 、 扉 部 材 ３ ６ が 左 方 向 に 移 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る が 、 こ れ に  
限 定 さ れ る も の で は な く 、 扉 部 材 ３ ６ を 右 方 向 に 移 動 さ せ て 、 右 側 の 側 部 ２ ４ の 裏 側 に 収  
納 す る こ と も で き る 。 ま た 、 扉 部 材 ３ ６ は 、 左 側 の 側 部 ２ ４ の 裏 側 で は な く 、 表 側 に 重 な  
る よ う に 収 納 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
さ ら に 、 図 ４ （ ｂ １ ） 及 び 図 ４ （ ｂ ２ ） は 、 扉 ３ が ２ 枚 の 扉 部 材 ３ ７ 、 ３ ８ に よ っ て 構 成  
さ れ る 形 態 を 示 し 、 図 ４ （ ｂ １ ） は 扉 部 材 ３ ７ 、 ３ ８ が 閉 じ た 状 態 、 図 ４ （ ｂ ２ ） は 扉 部  
材 ３ ７ 、 ３ ８ が 開 い た 状 態 で あ る 。 扉 部 材 ３ ７ 、 ３ ８ は 、 ２ 枚 が 横 に 並 ん だ と き に マ ス ク  
本 体 ２ の 開 口 ２ ３ を 閉 じ る こ と が で き る 程 度 の 大 き さ で あ り 、 ２ 枚 の 扉 部 材 ３ ７ 、 ３ ８ を  
い ず れ も 左 方 向 に 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 開 口 ２ ３ を 開 け る こ と が で き る 。 扉 部 材 ３ ８ は  
、 マ ス ク 本 体 ２ の 左 側 の 側 部 ２ ４ の 裏 側 に 収 納 す る よ う に ス ラ イ ド し 、 扉 部 材 ３ ７ は 、 扉  
部 材 ３ ８ の 裏 側 に 収 納 す る よ う に ス ラ イ ド す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
な お 、 図 ４ で は 、 扉 部 材 ３ ７ 、 ３ ８ が 左 方 向 に 移 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る が 、 こ れ に  
限 定 さ れ る も の で は な く 、 右 方 向 に 移 動 さ せ て 、 右 側 の 側 部 ２ ４ の 裏 側 に 収 納 す る こ と も  
で き る 。 ま た 、 扉 部 材 ３ ７ 、 ３ ８ は 、 左 側 の 側 部 ２ ４ の 裏 側 で は な く 、 表 側 に 重 な る よ う  
に 収 納 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
さ ら に 、 別 の 実 施 形 態 で は 、 扉 ３ を ３ 枚 以 上 の 縦 長 の 扉 部 材 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 構 成 し  
て も よ い 。 こ の 実 施 形 態 に お い て は 、 ３ 枚 以 上 の 扉 部 材 が シ ャ ッ タ ー 状 に 横 方 向 に 移 動 す  
る こ と に よ っ て 、 マ ス ク 本 体 ２ の 開 口 ２ ３ を 開 閉 す る こ と が で き る 。 移 動 方 向 は 、 左 方 向  
で も 右 方 向 で も よ く 、 い ず れ の 場 合 に お い て も 、 側 部 ２ ４ の 表 側 又 は 裏 側 に 収 納 さ れ る よ  
う に ス ラ イ ド さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 扉 が ２ 枚 以 上 の 扉 部 材 に よ っ て 構 成 さ れ る 場 合  
、 そ れ ぞ れ の 扉 部 材 の 大 き さ は 同 じ で あ る 必 要 は な く 、 ２ 枚 以 上 の 扉 部 材 が 並 置 さ れ た と  
き に 、 マ ス ク 本 体 ２ の 開 口 ２ ３ を 閉 じ る こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ て い れ ば よ い 、
【 ０ ０ ３ ２ 】
マ ス ク 本 体 ２ は 、 装 着 さ れ た と き に 使 用 者 の 鼻 部 の 両 側 に 対 応 す る 位 置 に 形 成 さ れ た ２ つ  
の 気 体 取 入 口 ２ ６ を 有 す る 。 図 ５ は 、 マ ス ク 本 体 ２ に 気 体 供 給 ホ ー ス ６ が 接 続 さ れ る 部 分  
の 詳 細 （ ａ ） 、 気 体 取 入 口 ２ ６ と そ こ に 設 け ら れ た 方 向 転 換 部 ２ ７ の 斜 視 図 （ ｂ ） 、 及 び  
気 体 供 給 ホ ー ス ６ か ら の 気 体 の 流 れ （ ｃ ） を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
気 体 取 入 口 ２ ６ に は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 例 え ば 酸 素 又 は 高 濃 度 酸 素 を 含 む 空  
気 な ど の 気 体 を マ ス ク 本 体 ２ の 内 側 に 供 給 す る た め の 気 体 供 給 ホ ー ス ６ を 、 回 転 自 在 に 接  
続 す る こ と が で き る 。 気 体 供 給 ホ ー ス ６ は 、 途 中 か ら 二 股 に 分 か れ 、 二 股 部 分 が そ れ ぞ れ  
気 体 取 入 口 ２ ６ に 接 続 さ れ る よ う に な っ て い る こ と が 好 ま し い 。 な お 、 気 体 取 入 口 ２ ６ と  
気 体 供 給 ホ ー ス ６ と の 接 続 は 、 周 知 の 技 術 を 用 い て 行 う こ と が で き る た め 、 本 明 細 書 及 び  
図 面 で は 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。 ま た 、 図 面 に お い て は 、 気 体 供 給 ホ ー ス ６ は 蛇 腹 状 の ホ  
ー ス と し て 描 か れ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
気 体 取 入 口 ２ ６ に は 、 方 向 転 換 部 ２ ７ が 、 マ ス ク 本 体 ２ の 内 側 に 向 か っ て 突 出 す る よ う に  
設 け ら れ る こ と が 好 ま し い 。 方 向 転 換 部 ２ ７ は 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 気 体 取 入  
口 ２ ６ の 裏 側 （ マ ス ク 本 体 ２ の 内 側 ） に お い て 円 周 の 半 分 程 度 に 相 当 す る 領 域 に 取 り 付 け  
ら れ て お り 、 凹 形 状 の 内 壁 ２ ７ ａ が 内 側 に 形 成 さ れ て い る 。 気 体 供 給 ホ ー ス ６ を 通 っ て 、  
図 ５ （ ｂ ） の Ｄ １ の 向 き で 気 体 取 入 口 ２ ６ に 供 給 さ れ た 気 体 は 、 方 向 転 換 部 ２ ７ の 内 側 に  
形 成 さ れ た 凹 形 状 の 内 壁 ２ ７ ａ に 当 た っ て 方 向 が 転 換 さ れ 、 気 体 取 入 口 ２ ６ の 開 口 面 か ら  
概 ね ９ ０ ° の 方 向 Ｄ ２ に 向 か っ て 流 れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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図 ５ （ ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 ２ つ の 方 向 転 換 部 ２ ７ は 、 い ず れ も 内 壁 ２ ７ ａ が 使 用 者 の  
鼻 孔 の 方 向 に 向 く よ う に 気 体 取 入 口 ２ ６ に 設 け ら れ る 。 す な わ ち 、 左 の 方 向 転 換 部 ２ ７ は  
、 内 壁 ２ ７ ａ が 図 ５ （ ｃ ） の 左 方 向 に 向 く よ う に 気 体 取 入 口 ２ ６ に 設 け ら れ 、 右 の 方 向 転  
換 部 ２ ７ は 、 内 壁 ２ ７ ａ が 図 ５ （ ｃ ） の 右 方 向 に 向 く よ う に 気 体 取 入 口 ２ ６ に 設 け ら れ る  
。 し た が っ て 、 図 ５ （ ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 気 体 供 給 ホ ー ス ６ を 通 っ て 気 体 取 入 口 ２ ６  
に 入 っ た 気 体 Ｇ Ｉ は 、 左 の 方 向 転 換 部 ２ ７ で は 内 壁 ２ ７ ａ に よ っ て 方 向 が 転 換 さ れ て 矢 印  
Ｇ Ａ の 方 向 に 向 か っ て 流 れ 、 右 の 方 向 転 換 部 ２ ７ で は 内 壁 ２ ７ ａ に よ っ て 方 向 が 転 換 さ れ  
て 矢 印 Ｇ Ｂ の 方 向 に 向 か っ て 流 れ る こ と に な る 。 こ の よ う に 、 方 向 転 換 部 ２ ７ が マ ス ク 本  
体 ２ の 裏 側 に 取 り 付 け ら れ る こ と に よ っ て 、 使 用 者 は 気 体 を 効 率 よ く 吸 入 す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
方 向 転 換 部 ２ ７ の 内 壁 ２ ７ ａ の 向 き は 、 気 体 取 入 口 ２ ６ が マ ス ク 本 体 ２ に 設 け ら れ る 位 置  
に よ っ て 適 宜 変 更 す れ ば よ い 。 例 え ば 、 気 体 取 入 口 ２ ６ が 図 ５ に 示 さ れ て い る 位 置 よ り 上  
方 に 設 け ら れ た と き に は 、 例 え ば 左 の 内 壁 ２ ７ ａ が 図 ５ （ ｃ ） の 左 下 方 向 を 向 き 、 右 の 内  
壁 ２ ７ ａ が 図 ５ （ ｃ ） の 右 下 方 向 を 向 く よ う に 、 方 向 転 換 部 ２ ７ を 設 け れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
医 療 用 酸 素 マ ス ク １ は 、 扉 部 材 ３ １ 、 ３ ２ が 閉 じ た 状 態 の と き に 、 扉 部 材 ３ １ 、 ３ ２ の 下  
縁 部 ３ １ ｃ 、 ３ ２ ｃ と 使 用 者 の オ ト ガ イ 部 と の 間 に 隙 間 ２ ８ が 生 じ る よ う に 構 成 さ れ て い  
る 。 こ の 隙 間 ２ ８ は 、 使 用 者 の 呼 気 が 排 出 さ れ る 排 気 口 と し て 機 能 す る 。 隙 間 ２ ８ が 、 医  
療 用 酸 素 マ ス ク １ の 下 方 に 設 け ら れ て い る こ と に よ っ て 、 空 気 よ り 重 た い 二 酸 化 炭 素 が 医  
療 用 酸 素 マ ス ク １ の 内 部 か ら 排 出 さ れ や す い 。 隙 間 ２ ８ の 大 き さ 及 び 扉 部 材 ３ １ 、 ３ ２ の  
下 縁 部 ３ １ ｃ 、 ３ ２ ｃ と オ ト ガ イ 部 と の 間 の 距 離 は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 呼 気  
の 排 出 に 支 障 が 生 じ な い 程 度 の 大 き さ 及 び 距 離 で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
マ ス ク 本 体 ２ は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 左 右 の 側 部 ２ ４ の 下 部 に 、 扉 部 材 ３ １ 、 ３ ２ の  
下 縁 部 ３ １ ｃ 、 ３ ２ ｃ よ り 下 方 に 突 出 す る 突 出 部 分 ２ ４ ｄ を 有 す る 。 突 出 部 分 ２ ４ ｄ の 下  
端 ２ ４ ｃ は 、 マ ス ク 本 体 ２ の 下 縁 を 構 成 す る 。 左 右 の 突 出 部 分 ２ ４ ｄ の 前 縁 部 ２ ４ ｂ 間 は  
、 例 え ば シ リ コ ン 製 の ゴ ム バ ン ド ４ に よ っ て 連 結 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 ゴ ム バ ン ド ４ は  
、 長 さ を 調 節 で き る よ う に サ イ ズ 調 節 孔 ４ １ が 長 さ 方 向 に 沿 っ て い く つ か 設 け ら れ て お り  
、 さ ら に サ イ ズ 調 節 孔 ４ １ に 通 さ れ る 突 起 ４ ２ を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 ゴ ム バ ン ド ４ の  
長 さ を 、 ゴ ム バ ン ド ４ が 使 用 者 の オ ト ガ イ 部 に 密 着 す る よ う に 調 節 す る こ と に よ っ て 、 マ  
ス ク 本 体 ２ の 下 部 を 使 用 者 の 顔 面 に し っ か り 固 定 す る こ と が で き る 。 ま た 、 密 着 し た ゴ ム  
バ ン ド ４ と オ ト ガ イ 部 と の 間 に 、 飲 食 時 な ど に 使 用 者 の 衣 服 の 汚 れ を 防 止 す る た め に 使 用  
す る タ オ ル や エ プ ロ ン （ 図 示 せ ず ） な ど を 挟 ん で お く こ と も で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
１   医 療 用 酸 素 マ ス ク
２   マ ス ク 本 体
２ １   周 縁 部
２ １ ａ   上 縁 部
２ １ ｂ   側 縁 部
２ ２   隆 起 部
２ ２ ｃ   下 縁 部
２ ２ ｃ ｓ   上 ス ラ イ ド レ ー ル
２ ３   開 口
２ ４   側 部
２ ４ ａ   上 縁 部
２ ４ ｂ   前 縁 部
２ ４ ｃ   下 縁 部
２ ４ ｄ   突 出 部 分
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２ ４ ｍ ｓ   下 ス ラ イ ド レ ー ル
２ ６   気 体 取 入 口
２ ７   方 向 転 換 部
２ ７ ａ   内 壁
２ ８   隙 間 （ 排 気 口 ）
３   扉
３ １ 、 ３ ２   扉 部 材
３ １ ａ 、 ３ ２ ａ   上 縁 部
３ １ ａ ｓ 、 ３ ２ ａ ｓ   上 ス ラ イ ド 部
３ １ ｃ 、 ３ ２ ｃ   下 縁 部
３ １ ｃ ｓ 、 ３ ２ ｃ ｓ   下 ス ラ イ ド 部
３ ３   つ ま み
３ ４   面 フ ァ ス ナ ー
３ ６ 、 ３ ７ 、 ３ ８   扉 部 材
４   ゴ ム ベ ル ト
４ １   サ イ ズ 調 節 孔
４ ２   突 起
５   ス ト ラ ッ プ
５ １   端 部
５ ２   開 口
６   気 体 供 給 ホ ー ス
【 要 約 】
【 課 題 】   マ ス ク を 取 り 外 す こ と な く 医 療 従 事 者 が 医 療 行 為 を 行 っ た り 使 用 者 が 飲 食 を し  
た り す る こ と が 可 能 で あ り 、 か つ 、 酸 素 供 給 及 び 呼 気 排 出 が 容 易 な 医 療 用 酸 素 マ ス ク を 提  
供 す る 。
【 解 決 手 段 】   医 療 用 酸 素 マ ス ク は 、 全 体 と し て 隆 起 し た 形 状 を 有 し 、 使 用 者 の 口 部 及 び  
鼻 部 を 覆 う よ う に 装 着 さ れ る 。 医 療 用 酸 素 マ ス ク は 、 装 着 さ れ た と き に 使 用 者 の 口 部 に 対  
応 す る 位 置 に 形 成 さ れ た 開 口 と 、 装 着 さ れ た と き に 使 用 者 の 鼻 部 の 両 側 に 対 応 す る 位 置 に  
形 成 さ れ た 気 体 取 入 口 と を 有 す る マ ス ク 本 体 を 有 す る 。 マ ス ク 本 体 の 開 口 に は 扉 が 取 り 付  
け ら れ て お り 、 こ の 扉 を ス ラ イ ド 式 に 移 動 す る こ と に よ っ て 開 口 を 開 閉 す る こ と が で き る
【 選 択 図 】   図 １
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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